
　
～
詩
集
『
楽
園
』
で
現
代
詩
人
賞
受
賞
～

　
　
　
散
文
詩
の
巨
人
・
粕
谷
栄
市

芸
術
品
だ
と
言
え
ま
す
。

現
代
を
代
表
す
る
詩
人

　

と
こ
ろ
で
、
粕
谷
先
生
は
昭
和
９

年
、
古
河
生
ま
れ
で
古
河
一
高
、
早
稲

田
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
、
現
在
は
市

内
で
老
舗
の
製
茶
問
屋
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
と
い
う
生
粋
の
古
河
人
で
す
。

　
従い

と

兄こ

の
詩
人
・
粒つ

ぶ

来ら
い

哲て
つ

蔵ぞ
う

氏
の
影
響

で
、
中
学
・
高
校
時
代
か
ら
詩
へ
の
関

心
を
深
め
、
早
大
在
学
中
は
早
稲
田
詩

人
会
に
所
属
し
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、

詩
誌
『
ロ
シ
ナ
ン
テ
』『
竜
』『
地
球
』

な
ど
の
同
人
と
な
り
、
昭
和
47
年
、
第

一
詩
集
『
世
界
の
構
造
』
で
い
き
な
り

第
２
回
高
見
順
賞
を
受
賞
し
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
翌
年
に
は
草
野
心
平
ら
の

有
力
詩
人
が
多
く
い
た
詩
誌
『
歴
程
』

の
同
人
に
加
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
一
時
詩
作
か
ら
離
れ
ま
す

が
、
平
成
元
年
に
『
悪
霊
』
で
第
27
回

島
崎
藤
村
記
念
歴
程
賞
を
受
賞
。
12
年

に
は
『
化か

体た
い

』
で
第
15
回
詩
歌
文
学
館

賞
、
17
年
に
は
『
鄙ひ

な

唄う
た

』『
轉て

ん

落ら
く

』
の

両
作
で
第
55
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大

臣
賞
、
23
年
に
は
『
遠
い
川
』
で
第
６

回
三
好
達
治
賞
を
受
賞
。
今
回
の
現
代

　
1
千
名
あ
ま
り
の
名
だ
た
る
詩
人
が

所
属
す
る
日
本
現
代
詩
人
会
が
主
宰
、

現
代
詩
の
賞
と
し
て
は
日
本
最
大
級
と

い
え
る
現
代
詩
人
賞
。
毎
年
３
月
に
発

表
さ
れ
、
６
月
の
「
日
本
の
詩
祭
」
で

贈
賞
さ
れ
ま
す
が
、
42
回
目
と
な
る
今

年
度
は
古
河
ゆ
か
り
の
詩
人
・
粕
谷
栄

市
先
生
の
『
楽
園
』
が
受
賞
し
ま
し
た
。

10
年
ぶ
り
の
新
詩
集

　
粕
谷
先
生
の
『
楽
園
』
が
刊
行
さ
れ

た
の
は
昨
年
10
月
、
前
作
か
ら
10
年
ぶ

り
の
こ
と
で
す
。
も
し
か
す
る
と
も
う

先
生
の
新
し
い
詩
集
に
は
お
目
に
か
か

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

た
矢
先
、
卒
寿
で
の
刊
行
に
驚き

ょ
う

嘆た
ん

す
る

と
と
も
に
、
心
躍
る
思
い
で
入
手
、

さ
っ
そ
く
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
ま
し
た
。

　
や
は
り
１
行
・
25
文
字
の
散
文
詩
！

　
先
生
が
詩
作
に
お
い
て
こ
だ
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
形
式
に
、
思
わ
ず
頰
を
ゆ
る

め
た
の
も
つ
か
の
間
、
ハ
ン
マ
ー
で
殴

ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

自
分
は
何
者
で
、
何
を
し
て
き
た
の

か
。
死
は
人
生
の
結
末
な
の
か
、
苦
痛

か
ら
の
解
放
な
の
か
…
。

　
38
篇
の
散
文
詩
の
、
次
か
ら
次
へ
と

迫
り
く
る
言
葉
の
壁
に
圧
倒
さ
れ
、
読

了
後
し
ば
ら
く
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
散
文
詩

　
先
生
は
一
貫
し
て
散
文
詩
の
型
式
に

こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
幽
明
の
境
を
自
在
に
往
来
し
、
あ
る

い
は
、
一
見
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い

鏡
の
中
の
反
世
界
を
描
い
た
よ
う
な
先

生
の
作
品
に
つ
い
て
、
か
つ
て
谷
川
俊

太
郎
氏
は
「
粕
谷
さ
ん
は
生
を
詩
に
翻

訳
す
る
」
と
評
し
て
い
ま
す
。

　
幻
想
的
で
あ
り
な
が
ら
強
烈
に
現
実

性
を
感
じ
さ
せ
る
、
し
か
も
淡
々
と
し

た
語
り
口
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
圧
倒
的

な
迫
力
を
持
つ
先
生
の
詩
に
は
心
を
揺

さ
ぶ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 「
人
に
感
動
を
喚
起
す
る
活
動
・
作

品
」
を
芸
術
の
定
義
と
す
る
な
ら
ば
、

粕
谷
先
生
の
詩
こ
そ
、
ま
さ
に
至
高
の

詩
人
賞
受
賞
作
の
『
楽
園
』
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
た
個
人
詩
集
９
冊

の
う
ち
、
７
冊
ま
で
も
が
文
学
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
打
率
７
割
７
分
８

厘
。
野
球
な
ら
ば
、
も
は
や
何
の
施
し

よ
う
も
な
い
怪
物
的
な
打
者
で
す
。

　
そ
ん
な
現
代
を
代
表
す
る
詩
人
と
同

時
代
を
過
ご
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
そ

の
詩
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

も
そ
の
詩
人
は
私
た
ち
の
す
ぐ
身
近
に

い
る
。
何
と
幸
運
な
こ
と
で
し
ょ
う

か
！

　
文
学
館
で
は
９
月
28
日
か
ら
企
画
展

「
散
文
詩
の
巨
人
・
粕
谷
栄
市
」
を
開

催
し
、
先
生
の
詩
業
、
作
品
の
数
々
を

紹
介
し
ま
す
。
圧
倒
的
な
粕
谷
詩
の
世

界
を
、
ぜ
ひ
、
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
古
河
文
学
館
学
芸
員　
秋
澤
正
之

　

▲第42回現代詩人賞目録と受賞
作『楽園』

▲粕谷栄市氏
芸術選奨を受賞した
頃

三和図書館

　女形の歌舞伎役者・二代目
瀬

せ

川
が わ

路
ろ

京
きょう

は人気低迷に足
あ

掻
が

き、師匠の初代路京が舞台上
で殺された因縁の演目「母

は は

子
こ

月
づ き

」を打つことに。公演を前
にして、初代殺しを疑われた
者たちが集まってくる。真の
下手人は誰なのか？

出版社…小学館

【一般/小説】
母子月

麻
あ さ

宮
み や

好
こ う

　著 

　「おーいだれかあ、おも
しぇえ話を聞かせてくんねえ
かあ？」満月の夜、山奥の森
で、ふくろうじんちゃが空に
向かってひと声あげると…。
方言が心地よい絵本。著者に
よる朗読が聴ける2次元コー
ド付き。

出版社…愛育出版

【絵本】
まんまる月の夜

前田智
と も

子
こ

　文

　まぎらわしい名前、長すぎ
る名前、勘違いからつけられ
た名前など、いきものの名前
にまつわる興味深いエピソー
ドを多数紹介。学術的な理由
や由来がわかるよう、学名や
和名の仕組みについてもわか
りやすく解説する。

出版社…緑書房

【一般/生物学】
どうしてそうなった！？　い
きものの名前

丸山貴
た か

史
し

　著
　夏休み、小6のコタは生意
気な小4の風馬に「もしひま
だったら、ぼくの自由研究を
手伝ってほしいんだ」と声を
かけられた。その頼みとは、
二人が住む広島・尾道から愛
媛・今治を結ぶ「しまなみ海
道」をチャリで渡ることで…。

出版社…講談社

【児童/読み物】
ブルーラインから、はるか

林けんじろう　作

作り方

材 料

晃陽学園 髙橋昭浩さん (調理師学科学科長)

　容器は100円ショップなどで手に入ります。
ご家庭の製氷皿でも作れますよ。いろいろなフ
ルーツでお試しください！

❶梨の皮をむいて芯を取り除き、半分はすりおろし、残り
半分は7～8ミリメートル角に切る
❷鍋に水、すりおろした梨、上白糖、くず粉、レモン汁を
入れて火にかけ、木

き

杓
じゃく

子
し

で混ぜながら沸騰させてとろみ
をつける
❸火を止め、角切りにした梨を加えて混ぜ合わせる
❹アイスキャンディー容器に流し込み冷凍する
❺容器から取り出して完成！

レモン汁
水(すりおろした
梨と合わせて）

梨
上白糖
くず粉

1個(約300g)
90g
25g

40cc

400cc

茨城県産梨の溶けないアイス
  アイスキャンディー容器(50cc)【約6個分】
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